
 

 

 

 

 

 

 

   

実りの２学期に 

校 長  関川 健 

４２日間の夏休みが終わり、子供たちの笑顔と元気な声が学校に戻ってきました。 

今年も年々厳しくなる猛暑と台風の影響に振り回された夏休みでした。台風や豪雨の被害に遭

われた皆様にはお見舞い申し上げます。例年は猛暑と言ってもさすがに８月下旬ともなると少し

は和らぐものと思っていましたが、今年はその淡い期待も外れた感じです。ただ、夕方になると

聞こえてくる「リリリリ・・」というコオロギなどの虫の声には、秋が少しずつ近付いているこ

とを感じます。 

◇   ◆   ◇   ◆   ◇   ◆   ◇   ◆   ◇   ◆  

 夏季休業期間中に、区の学校施設課にお願いして、校庭に特別な砂

を入れてもらいました。慢性的な砂埃に悩まされている問題を少しで

も緩和するための措置です。粒が大きく重いので、風に飛ばされにく

い砂です。うっすら緑色をした砂なので違いはよく分かります。ご承

知おきください。 

さて、２学期はいよいよ様々な行事を実施していきます。１０月上

旬に６年生の軽井沢、１１月下旬に５年生の岩井移動教室があります。１～４年生の遠足を１０

月、１１月に実施します。そして、全校で取り組む文化的行事は、１１月の音楽会です。コロナ

による制限もなくなり、合唱やリコーダーや鍵盤ハーモニカなどの吹奏楽器も使っての合奏がで

きる本来の形での音楽会になります。子供たちは学校行事の取組を通して、協力することの大切

さを学んだり仲間とともに何かを成し遂げる達成感や充実感を味わったりしていきながら、集団

として大きく成長します。また、その中で一人一人が努力をすることで、個の力を伸ばし、自己

実現を図ることができます。すでに夏休みの課題として楽器の練習に励んでいたお子さんも多い

かと思いますが、これからも是非応援してください。 

私は、“実働の２学期”と位置付け、子供たちが１学期に

培った学習規律や各学年の基礎の上にある程度伸ばしてき

た枝葉に花を咲かせ、結実させる時（秋）と捉えます。校

舎前の５年生が育てているバケツ稲も実りの秋を迎えてい

ます。この稲のように、各教科等の学習となかよし班活動

や学校行事などの特別活動を充実させ、子供たちが大きく

成長する４か月にしたいと考えています。 

９月もしばらくは厳しい残暑が続きそうなので、熱中症

はもちろん子供たちの健康には十分気を付けながら教育活動を進めてまいります。保護者の皆

様、地域の皆様、御理解と御協力をお願いいたします。 
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